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◎１５２条 時 計 
  試合経過時間は、２０：００からのカウントダウンとなる。 
 

◎２２２・２３２条  プレイヤー・ＧＫのスティック 
  シャフトのエンドは、保護されていなければならない。 
 

◎２２３条 プレイヤーのヘルメット 
  ヘルメットが脱げたプレイヤーは、直ちにプレイヤーズ  
  ベンチに戻らなければならない。  
 
 
 
 
    



 

◎２２７条 マウスガード 

  Ｕ２０カテゴリーのプレイヤーは、マウスガードを着用 

   しなければならない。 

   （フルフェイスマスクを着用していても） 

 ※JIHFでは、安全面を考慮し国内基準を設置。 

 

◎２２８条エルボーパット 
  形状に対しての規定が設けられた。 

 

 

 

   

 



 

◎４４０条 フェイスオフ 

   ニュートラルゾーンでのフェイスオフは、プレーが停止し    

   た最寄りのスポット。但し、最寄りのスポットがはっきりし  

   ない場合は、ホームチームに有利になるスポットで行わ 

   れる。 

 

◎４１１条 プレー中のプレイヤーの交代 

  プレイヤーの交代できる仮想エリアが、ボードから 

  １．５ｍの範囲内に変更。 

 

 

   

 

 



◎４５０条 オフサイド 

  ｂ）－３の条項を参照 

  

◎４９２条 ハイスティック 

  ニュートラルゾーン・ディフェンディングゾーン内でのハイス 

  ティック後のフェイスオフは、違反を犯したチームのディフェン 

  ディングゾーン内のスポット。 

 

◎５０２条 ベンチマイナーペナルティー 

  ベンチマイナーペナルティーが科せられた場合、その時点で 

  氷上にいるプレイヤーの中から指名され、サーブする。 

 

 



 

◎５０８条 ペナルティーショット 

  反則を受けたプレイヤーが、ペナルティーショットを行う。 

 

◎５１４条 ペナルティーのコール 

  既にマイナーペナルティーが科せられている（ペナルティー   

  ベンチにいる）時に、ディレイドペナルティーのコールがされ 

  反則していないチームが得点した場合。 

  ⇒サーブされているペナルティーは終了するが、ディレイド 

    コールされたペナルティーは全て科せられる。 



◎５３４条 インターフェアランス 

  ゴールクリーズ内外に関わらず、アタッキングチームプレイ 

  ヤーが、ＧＫに対し、ＧＫの顔面で妨害するような行為をし 

  た場合、ペナルティーとなる。  

 

◎５５６条 ブロークンスティック 

  破損したスティックを使用したＧＫに対しても適用される。 

 

◎シグナルの追加 

  ①ゴールクリーズ内のアタッキングプレイヤー 

  ②ディレイドオブザゲーム 

 


